
  平成２７年度 第１４回教育研究審議会議事要旨 

 

Ⅰ．日 時： 平成２８年３月１７日（木）１５時００分～１７時４０分 
 

Ⅱ．場 所： 尾道市立大学 E棟１階 １２０会議室 
 

Ⅲ．出席者   中谷理事長、菅理事、川田理事、塩川理事、井上理事（事務局長）、     

菅経済情報学部長、稲田芸術文化学部長、藤澤日本文学科長、       

荒井教務委員長、信木学生委員長、邵国際交流センター長、       

小野広報委員長 

陪 席： 大下事務局次長、石井総務課長、土岸企画広報室長補佐、神田学務課長 
 

Ⅳ．議事要旨（案）の確認 
事務局から、平成２８年３月２日に開催した第１３回教育研究審議会議事要旨

（案）について説明があり、原案のとおりとすることが確認された。 
 

Ⅴ．議 案 

１．平成２８年度 一般後期入学試験合否判定について 
   標記議題について、各学部・学科長から、標記議題について、合格者判定資料

により合格者判定結果の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
（１）経済情報学部経済情報学科 

      一般後期の定員は３０名で、志願者５０９名のうち、１８４名（うち  

Ａコース１０８名、Ｂコース７６名）が受験し、６３名（うちＡコース   

３４名、Ｂコース２９名）を合格と判定した。 
（２）芸術文化学部日本文学科 

      一般後期の定員は５名で、志願者１３６名のうち５４名が受験し、１１

名を合格と判定した。 
（３）芸術文化学部美術学科 

      一般後期の定員は１５名で、志願者１１９名のうち６１名が受験し、  

１５名を合格と判定した。 
       
２．平成２９（２０１６）年度 入学者選抜要項（案）について 
    標記議題について、入学者選抜実施委員会副委員長から、資料により、経済

情報学部推薦入試（一般）及び日本文学科の選抜内容の変更、並びに、記載項

目を推薦入試、一般入試の順に改め、従来表を集約して掲載する等の説明があ

り、審議の結果、一部字句等修正追加のうえ、承認された。 
 
３．教員の昇任について 
    標記議題について、経済情報学部長並びに芸術文化学部長から、資料により

説明があり、審議の結果、２名の昇任について原案のとおり承認された。 
 
４．大学院学則の一部を改正する規程（案）及び大学院授業科目履修規程（案）に   

ついて 
 標記議題について、事務局から、資料により、学則中、大学院授業科目及び



単位数、教育職員免許の項目を削除し、これを新規に制定する大学院授業科目

履修規程で定める旨説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
５．大学授業科目履修規程の一部を改正する規程（案について 
    標記議題について、事務局から、資料により、各学部学科における科目名称

の記載変更、および新規設置科目の記載追加、削除科目の記載削除等にかかる

説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
６．国立嘉義大学（台湾）応用経済学科からの編入学生の単位認定について 
    委員から、標記議題について、資料により、運用事項の改正により編入学生

の単位認定（個別認定および一括認定）を実施し、認定上限６０単位まで承認

する旨の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
７．平成２７年度 学長賞（追加・学術研究活動分野）について 
    委員から、標記議題について、資料により、情報処理学会第７８回全国大会

で学生奨励賞を受賞した学生（４年生）を追加して推薦する旨の説明があり、

審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
Ⅵ 報告事項 

１．尾道市立大学障害を理由とする差別の解消の推進に関する教職員対応要領（案）

について 

    委員から、標記事項について、資料により説明があった。なお、対応マニュ

アルは現在作成中であり、次回の教育研究審議会の場で示す旨の報告がされた。 
 

２．平成２８年度グローバル人材育成事業実施協議会（大学間連携共同教育推進事業）

について 
    事務局から、標記事項について、資料により説明があり、事務局が福山大学

から福山市立大学へ交代し、事業費も県費補助金の終了に伴い、福山市が申請

した国交付金を活用して実施される旨の報告がされた。 
 
３．推薦入学試験の配点公表のあり方について 
    前回の教育研究審議会で課題となった標記事項について、経済情報学部が 

検討協議中、日本文学科が配点変更を実施のうえ公表可能、美術学科が調査書

評点化を中心に検討中の旨、各学部学科長から状況報告がされた。 
     委員長より、経済情報学部に対し、早急に試験配点の具体的内容等を決定し、

決定内容を文書で提出する旨の指示をされた。 

以上 


